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生産抑制時の技術対応④

～電気を使わなくても出来る暑熱対策 その①～

乳牛は気温が18℃を超えると暑熱ストレス（暑さに対するストレス）を感じ、気温が25℃以

上になると、エサ食いや乳量・繁殖成績が低下します。

今から夏の暑さを想定した暑熱対策を準備し、この夏を乗り切りましょう。

暑熱対策１【換気】

牛の体感温度を下げるためには、牛舎の

換気を良くし、湿度を除去することが必要

です。

牛舎の全ての窓や扉を外し、換気を最大

にしましょう。

暑熱対策２【水】

いつでも、きれいな水をたっぷりと飲める環境を整えましょう。

暑熱対策３【毛刈り】

体温の高い高泌乳牛や体毛の長い初妊牛

・初産牛を中心に毛刈りしましょう。

水量の確保：水道配管を太くなどしたり、水槽を増設する。

水槽の掃除：気温が高い夏は、毎日掃除する。

図１ 窓や扉の開放

図２ 毛刈りする箇所
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ご不明な点がありましたら、普及センターまで連絡してください。

QRｺｰﾄﾞを読み取って
アクセス!!!

その他情報も
HPで公開中！


